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沖ノ鳥島周辺海域における仔稚魚相

前田洋志］・小埜田明’

FaunaofflshlarvaeflronlthewatersaroundtheOkino-torishima

lsland,southernJapan

ＨｉｒｏｓｂｉＭＡＥＤＡａｎｄＡｋｉｒａＯＮＯＤＡ

日本領土の最南端に位置する沖ノ鳥島周辺海域は亜

熱帯域に属し，回遊性魚類の産卵場として利用されて

いることが予想される。そこで，沖ノ烏烏海域の漁業

特性調査の一環として，本海域における魚類の再生産

状況を把握するため，各種ネットによる仔稚魚の採集

調査を行ったので報告する。

調査方法

調査は，2005年４月１３日，５月１９日，｜｜月２６～２９

日の３回行った。４月１３日と５月１９日の調査には，東

京都島しょ農林水産総合センター所属調査指導船「み

やこ」（136t）を，１１月の調査には，日本海洋株式会
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図１沖ノ鳥島周辺における仔稚魚調査地点

ｌ：沖ノ鳥島西，２：沖ノ鳥島北，３：沖ノ鳥島東，４：沖ノ鳥島南，５：沖ノ鳥島東方沖合

東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒lOO-0212東京都大島町波浮港1８
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結果を表Zに示した。４月には４調査地点で昼夜各１回

(合計８回）の曳網で１４科の魚類仔稚魚が確認され，

全部で173個体が採集された。出現割合は，ハダカイ

ワシ科が最も多く６７個体（39％）で，次いでヨコエソ

科35個体（20％)，トビウオ科１６個体（９％)，シイラ

科９個体（５％）であった。

日中の調査では８科94個体が採集され，出現割合

はハダカイワシ科47個体（50％)，トビウオ科１１個体

(１２％)，ヒメジ科９１固体（１０％)，シイラ科４１固体（４％）

であった。特に東側の観測地点１ヶ所で約半数の５７

個体が採集され，他の３調査地点では１０～１５個体の

採集数であった。

夜間の調査では９科79個体が採集され，出現割合

はヨコエソ科35個体（44％)，ハダカイワシ科20個体

(25％)，シイラ科５１固体（４％）であった。ヨコエゾ

科は夜間にのみ採集された。夜間では北側の調査地点

1ケ所で大半の46個体が採集され，他の３調査地点で

は８～１３個体の採集数であった。

５月には４調査地点で各１回合計４回の曳網で７科が

確認され，全部で2051固体が採集された。出現割合は

トビウオ科が最も多く1851固体（90％)，ダツ科２個体

(1％）となった。調査地点別の採集個体数は，南調査

地点が最も多く168個体，次いで西調査地点の29個

体，東調査地点１６個体，北調査地点の２個体となった。

５月の調査ではハダカイワシ科がほとんど採集されな

かった。

１１月の調査では士星海山，木星海山，天王星海山，

沖/烏島東方海域を含む８調査地点で合計９回の曳網

を行い１３科が確認され，全部で2781固体が採集され

た。出現割合はハダカイワシ科が163個体（５９％)，

ハダカエソ科27個体（１０％)，ホテイエゾ科１４個体

(５％)，ギンハダカ科１２個体（４％）となった。これ

らの中で水産上重要な種としては，サバ科のメバチ

川'""z/so6es"ｓｌ個体が出現した。１１月にのみ出現し

た種としては，マカジキ科，アンコウ目，アナゴ科が

少数であるが採集されており，一方，トビウオ科は全

く採集されなかった。

中層調査における改良型ＮＯＲPACネットｌ曳網あた

りの採集個体数を表３に示した。４月には４調査地点

で日中と夜間の調査を実施し，合計８回の曳網で８科

１０１個体が採集された。不明種を除くとハダカイワシ

科が最も多く採集されており，次にヨコエゾ科となっ

た。昼夜の比較では，採集数が日中で３１個体であっ

たのに対し夜間で701固体と多かった。］１月は７調査

地点で７回の曳網を行った。全体的にｌ曳網あたりの

社所属調査船「第七開洋丸」（499t）を使用した。調

査地点は沖ノ鳥島を中心とした東西南北方向の海域に

４調査地点（図ｌ）を設定した。また，１１月には上記４

地点の他に沖ノ鳥島東方沖合木星海山，土星海山，天

王星海山(図１)上で調査を行った。各調査地点の位置，

使用ネット曳網時刻は表ｌに示すとおりである。仔

稚魚の採集は，各種プランクトンネットの表層および

中層曳きで行い，以下のような調査法によった。

表層調査には新型稚魚ネット（渡邊1992)，口径

130ｃｍ，網地54GＧ（以下リングネット）を使用した。

曳網速度はネットの網口部が半分海面上に出るように

船速2ktとし，曳網時間は１０分間とした。「みやこ」で

は右舷舷側にネットがくるように調整し，一方「第七

開洋丸」では船尾よりワイヤー長50ｍまで延ばし曳網

した。４月１３日の調査では，同一地点で，日中と日没

後の調査を行い，出現種の比較を行った。

中層調査は，改良型NORPACネット（口径40ｃｍ，

網地45ＯＧ）によるワイヤー長150ｍの垂直曳きを行っ

た。４月１３日の調査では，同一地点で，日中と日没後

の調査を行い，出現種の比較を行った。

５月１９日には，沖ノ鳥島南調査地点でＭＴＤネット

(口径45ｃｍ，目合335＃）による層別採集を実施した。

曳網水深は第1回目が，200,250,300,350ｍ，第２

回目が２５，５０，１００，１５０ｍの各４層合計８層であった。

１１月２５日には，同じくＭＴＤネットを用い，土星海山

でワイヤー長７５，，１５０，，２２５，，３００ｍの４層曳きを

行った。曳網は，傾角45.に安定後，船速2ktで30分

間行った。ＭＴＤネットには，各ネットに小型メモリー

式深度計（アレック電子製，MDS，毎分計測）と濾水

計（鶴見精器製）を取り付けて調査した。

１１月２７日には，沖ノ鳥島東方沖合，１１月２６日に土

星海山，１１月２８日には天王星海山でボンゴネット（口

径60ｃｍ×２，目合い335/L）を用い水深130ｍからの傾

斜曳きを行った。ボンゴネットは船尾より所定の水深

までワイヤーを延ばし30分間かけて表層まで巻き上

げた。

各ネットの採集物は，ネット引き上げ後直ちに船上

にて５％中'性ホルマリンにより固定し，下船後，研究

室において，種の同定を行うとともに個体数を計数し

た。学名は中坊（2000）に従った。さらに種の同定

が可能であったものについてはLeisandCarsoM2004）

に従い，体長の測定と発育段階の確認を行った。

結果

表層調査におけるリングネットｌ曳網あたりの採集

－５２－



表ｌ沖ノ烏島調査地点情報
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科８種107個体が採集された。採集魚の鉛直分布をみ

ると，２５～１００ｍまでの３層における採集個体数が合

計1021固体と全体の95％を占めた。さらに，150ｍ以

深の層では採集個体数は０～２１固体と僅少であった。

25ｍ居では６科54個体が採集された。その内訳をみる

と，ヨコエソ科のウスオニハダカｑﾉc/ｏｒ/,o"ｅｐα///`/aが

28個体と最も多く，次いでハダカイワシ科が１９個体，

ギンハダカ科のヤベウキエゾ川c/gzｨe〃/α〃〃6Ｍα

4個体，ヤリエソ科のマダラヤリエソEve'"?α""e//α

/"cﾉﾉ、，ニザダイ科の一種，エボシダイ科のホソオキ

メダイ0,6/ｃｅＰＭａ,/c〃c,/､/"ｓが各ｌ個体採集されてい

採集個体数は少なく，土星海山，沖ノ烏島東方沖合，

沖/鳥島東調査地点では仔稚魚が全く採集されなかっ

た。不明種を除き３科１３個体が採集された。採集され

た魚類のうち最も多くかつたのはハダカイワシ科の８

個体であった。

ＭＴＤネットでのｌ曳網あたりの採集結果を表４に

示した。また５月１９日に沖ノ鳥島南調査地点で行っ

た曳網水深の変化を図２に示した。８層（Ｆ１的水深は

２５，５０，１００，１５０，２００，２５０，３００，350ｍであった

が，図２によれば実際の曳網水深は目的水深より深く，

２５～200ｍおよび250～450ｍであった）の調査で８
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図2-12005年５月１９日沖ノ鳥島南調査地点におけるＭＴＤネット第］回曳網水深変化

経過時間(分）
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図2-22005年５月１９日沖ノ鳥島南調査地点におけるＭＴＤネット第２回曳網水深変化

また，この調査地点では７５～300ｍの各水深で仔稚魚

が採集された。

ボンゴネットによるｌ曳網あたりの採集結果を表４

に示した。沖ノ鳥島周辺海山での出現状況は，土星海

山で１３科172個体，天王星海山で４科34個体，沖ノ鳥

島東方沖合で９科42個体が採集された。最も多くの個

体数が採集されたのはハダカイワシ科で，各調査地点

とも同様の傾向が認められた。

る。５０ｍ層では，５科35個体が採集され，その内訳は，

ハダカイワシ科22個体，ギンハダカ科ヤベウキエソ６

個体，ヨコエソ科ユキオニハダカｑﾉc/Cl/､"ｅα仏α５個

体，ハダカエソ科ハダカエソルs/、/epjMJpo"ｊｃａとエ

ボシダイ科ホソオキメダイが各１個体であった。

１１月２５日に土星海山で行ったＭＴＤネット（75,

150,225,300ｍの４層）では，１０科107個体が採集さ

れた。その内訳はハダカイワシ科が64個体と最も多

く，次にギンハダカ科ヤベウキエソ20個体となった。
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するものの，全体的に各調査地点や各種ネットで普通

に採集されており，沖ノ鳥島周辺海域においても優占

種であった。ハダカイワシ科魚類は漁業対象魚として

直接は利用されることはないが，マグロ類やイカ類な

どの有用魚種の餌になるなど，沖合域での重要な資源

の一つである（多紀ら2005)。

トビウオ科Exocoetidae

種まで|ril定できたものは，サヨリトビウオ

０Ｗ）or力α"z/〕ん"ｓ〃ﾉﾉcmp/e,ＷＳ〃,/c,〃/e,ＷＳ，ハゴロモトビ

ウオnocoe/"ｓ''70"ocj〃ん"ｓ（図４），ツマリトビウオ

Pα肥xocoe/"s伽c/】りや/elzMrac/jﾘlp/elws,ニノジトビウオ

ＨﾉﾉＷＭＣ〃柳speaﾉﾉﾉge'の５種で，他に種まで特定でき

なかった１２タイプの仔稚魚が採集された。今回の調

査中，ハゴロモトビウオとニノジトビウオの成魚がタ

モ網により採集されており（加藤ら2006)，両者は本

海域で仔稚魚から成魚まで確認された。トビウオ科は

１１月に全く採集されなかったことから，本海域にお

いて，トビウオ科の産卵が春季に行われていることが

示唆された。これは，５月の調査において成熟したト

ビウオ類の成魚が多く採集されたこととも一致する。

ヨコエソ科Oonostomatidac

種まで同定できたものは，ネッタイユメハダカ

ＤｌｉＰ/OP〃ｏｓｌｆａｅ"/α,ユメハダカロｍｅ"/αﾉﾉs,ユキオニハ

考察

沖/鳥島周辺海域において各種ネットにより１５１－１

３３科133タイプ，合計1233個体の仔稚魚が採集され

た。このうち種まで同定できたものが39種確認され，

リストを表５に示した。

沖ノ烏島周辺海域での出現仔稚魚の内訳は，春季の

トビウオ科やシイラ科など表層性の魚種，ハダカイワ

シ科，ギンハダカ科，ヨコエソ科など巾・深層性の魚

種が多くを占めていた。採集総個体数の多かった４科，

および水産上重要な種それぞれついて以下に考察を示

す。

ハダカイワシ科Myctophidae

種まで同定できたものは，ウスハダカＭﾉaOpA""７

ｏｒ/e'7/α/ｅ（図３），イバラハダカノＭＷ"osw",，ツマ

リドングリハダカノヨ〕ｗ)ルノ'ｗ,'Ｄｘ/'""''１，マガリハ

ダカ５１〕ﾉ'"Mop/､'wseVe'wZq""/，マルハナハダカ

Ce,7/,o6,α"c伽α"ｃｌＭＪ,ナガハナハダカCchaeroCep〃α/Ｍｓ

の６種で他に種まで特定できかなった２１タイプが確認

された。

本科魚類は外洋域の中層魚であり，生物量は最優位

にある（小沢，1988)。本調査においても，採集総個体

数中の４１％を占めており，５月には採集個体数が減少鐘
図３ウスハダカＭｃ/叩〃""，Mel7/α/e2005年４月１３日
に沖ノ鳥島西調査地点で新型稚魚ネットにより採集さ

れた。（体長233ｍｍ，稚魚期）

図５タイワンアイノコイワシＥ"clQIs/c〃oﾉﾉ"αｐ""c/旅ｒ

2005年１１月２９日に沖ノ烏島西調査地点で新型稚魚ネッ

トにより採集された。（体長ＺＬｌｍｍ，屈曲後仔魚）

1M;i洲揃『…Ｗ』…

図６メバチ７１/7""""so6es"s2005年１１月２５日に土星海

山で新型稚魚ネットにより採集された。（体長５５ｍｍ，

屈曲前仔魚）

図４ハゴロモトビウオEXocoeﾉWS〃7ol7oc/〃〃"82005年４

月１３日に沖ノ鳥島南調査地点（日中）で新型稚魚ネッ

トにより採集された。（体長37.4ｍｍ，稚魚期）
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図８ミズウオ４ﾉﾋﾞﾉ,/sα"'ｗＭ?、ｘ2005年４月１３日に沖ノ
烏島北調査地点で，改良型NORPACネットにより採集

された。（体長7.6ｍｍ，屈lill期仔魚）
図７フウライカジキTbか叩""ＷＩＳα"91Ｍ'℃s/ﾉﾌﾞ`v2005年１１

月２８日に天王星海山で新型稚魚ネットにより採集され

た。（体長４９ｍｍ，屈曲前仔魚）

ダカ，ウスオニハダカの４種で,他に種まで同定できな

かった４タイプの仔稚魚が採集された。

ユキオニハダカはヤベウキエソに次いで採集個体数

が多く，合計58個体が採集されているが，このうち

の45個体は４月１３日の沖ノ鳥島北調査地点でリング

ネット（夜間）ｌ曳網により採集されており，平均的

には採集されなかった。

ギンハダカ科Phosichthyidae

種まで同定できたものは，オキウキエソ〃'7CﾉgZ'e,Ｗａ

ｐｏｗｅｒｊａｅ，ヤベウキエソの２種で，他に種まで同定で

きなかったｌタイプの仔魚が採集された。ヤベウキエ

ゾは今回の調査で，合計65個体と採集個体数が最も

多く，表層から中層まで各種ネットによって採集され

ている。ハダカイワシ科同様，広く出現しており，資

源量が多いことが示唆された。オキウキエソは］１月

２６日に土星海山でボンゴネットにより８個体が採集さ

れている。ギンハダカ科魚類もハダカイワシ科魚類と

同様，水産有用種の餌生物になっている。

カタクチイワシ科Engraulididae

タイワンアイノコイワシＥ"ｃ７ａｓ/c〃oﾉﾉ"αﾉﾌﾞuﾉ"c/(/b八図

5）が１１月に表層のリングネット，中層のボンゴネッ

ト，ＭＴＤネットによって合計11個体採集された。本

種はカタクチイワシＥ,79,αUｲﾉﾉ1s/叩O"/C"Sによく似るが，

臂鰭より後ろの尾部腹面にある一連の黒色素胞が隙

間無く連続的に見えることから識別することができ

る（田北1988)。本種は南日本，西太平洋，インド洋

に分布し，産卵期は春から夏とされている（多紀ら

2005）が，今回の調査では１１月に仔魚が採集されて

おり，沖ノ鳥島周辺では本種の産卵期は長期にわたっ

ていることが示唆された。

サバ科Scombridae

メバチ71/７１"7""so6es"sが１１月２５日に土星海山でリ

ングネットにより表層でＩ個体採集された（図６)。採

集個体は体長5.5ｍｍで屈曲前仔魚であり，発育段階

初期の個体であった。ColletteandNauen（1983）によ

ればメバチは世界の熱帯から温帯域に広く分布し，北

緯10.から南緯１０゜の問では周年産卵が行われ，北半球

では４月から９月が産卵盛期であるとされている。ま

た，西川（l988a）によれば，仔魚は夏季に本州中部

沖合に出現するとしている｡今回の仔魚採集時期より，

沖ノ鳥島周辺海域においては１１月にもメバチの産卵

が行われている可能性が示|度された。

マカジキ科Istiophoridae

フウライカジキ7と"叩/z"ＷＳα"gzM'､ＷＳがｌ］月２８日

に天王星海山でリングネットによりｌ個体採集された

(図７)。採集個体は体長４９ｍｍで屈曲前仔魚であり発

育段階初期の仔魚であった。

フウライカジキの産卵期は冬季であることが成魚

の生殖腺などから推測されている（Nakamura」985)。

一方，西川（l988b）によれば，本種は日本周辺では

夏季に琉球列島沖合域から出現するとされている。今

回の採集結果から，１１月に本海域においてフウライ

カジキの産卵が行われていることが示唆された。

ミズウオ科Alepisauridae

ミズウオＡ/epMz""s/blDxが４月１３日に沖ノ鳥島北

調査地点で改良型ＮＯＲPACネットによりｌ個体採集さ

れた（図８)。採集個体は体長７６ｍｍの屈曲前仔魚で

発育段階初期の仔魚であった。ミズウオの成魚は北海

道以南～南日本，太平洋，インド洋，大西洋に広く分

布しているが（多紀ら2005)，沖山（1988）によれば

日本近海において仔稚魚の記録はないとしており，本

個体が本種の仔魚の日本近海における初採集記録であ

る可能性がある。一方Ambrose（]996）は，ミズウオ

の仔稚魚は北緯29゜４８'以南，東経179゜04'以西でのみ
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のうち種まで同定できたものが39種確認された。本調

査では，トビウオ科やマグロ属のメバチ，マカジキ科

のフウライカジキの仔魚が採集され，回遊性の漁獲対

象魚の産卵場として，本海域が利用されていることが

明かになった。また，水産上重要種の餌料生物として

重要なハダカイワシ科魚類などの生息も認められた。

採集される，としており，沖ノ烏島周辺海域もこの海

域内に含まれている。したがって，今後本海域では仔

稚魚の採集調査を続けていけば，ミズウオの仔稚魚が

さらに多く採集される可能性も考えられる。

今回の調査では，トビウオ科やマグロ属のメバチ，

マカジキ科のフウライカジキの仔魚が採集され，回遊

性の漁獲対象魚の産卵場として，本海域が利用され

ていることが明かになった。このことは同時に，三谷

(1991）の指摘するように，本海域が日本本土や小笠

原諸島海域において見られる魚種の熱帯域における補

給源としての可能性を示唆している。また，今回の調

査で水産上重要種の餌料生物として重要なハダカイワ

シ科魚類などの生息も認められ，マグロ，カツオ類な

ど漁獲対象となるような大型回遊'性魚類の餌料となっ

ている可能性が示唆された。

沖/鳥島海域（木星海山～天王星海山）について本

ネット調査の結果と，同時に実施した表中層トロール

の結果（前田ら2006）を比較すると，ネット調査では

18科39種（種まで確認されたもののみ）が採集された

のに対し，トロールでは23科41種が採集され，この

内１１種が両調査に出現した。ネット調査で採集数が

多かったヤベウキエソ，ユキオニハダカ，ウスオニハ

ダカのうち，ヤベウキエソのみがトロール調査で採集

されたが採集数は１３個体と多くはなかった。逆にト

ロール調査で採集量が多かったタイワンアイノコイワ

シ，ゴコウハダカ，マガリハダカのうちネット調査で

はタイワンアイノコイワシとマガリハダカが出現した

が採集数はそれぞれ11個体，］個体と少なく両調査に

よる採集物の組成には違いがみられた。採集個体の大

きさはトロール調査によるものの方が大きく，手法に

よる組成の違いは，成長による分布域の違いを示すと

も考えられるが，これまでの採集努力量が少ないこと

や，調査時期に分布する稚魚の大きさによっても偏り

が発生することなどから，今の段階では両手法により

採集された魚種は仔稚魚から成魚まで沖ノ鳥島海域に

分布する可能性が高いと考えられる。

キーワード：沖ノ鳥島,稚魚,仔魚，プランクトンネッ

ト調査
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日本領土の最南端に位置する沖ノ鳥島周辺海域は亜
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